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の 6 章より構成されている o
第 1 章は序論であり， これまで行われてきた陸上移動通信，特に符号分割多元接続方式 CCode Division Multiple 
Access: CDMA) に関する研究の経緯について述べ，本研究の占める位置と意義を明確にしている o






第 4 章では， CDMA 方式では不可欠とされる送信電力制御方式として，制御負荷を小さくでき， 5 章で述べる処
理利得可変伝送方式に適した送信電力方式として， ソフトパワーコントロール方式を提案している o まず，本方式の
原理を明らかにし，その制御アルゴリズムについて述べている。更に，その伝送特性を従来型の送信電力制御方式と
比較することによってその有効性を明らかにしている o













来方式に比べて， システム全体でのユーザ数の増加が 2 倍程度見込まれることを明らかにしている o
(3) CDMA方式における，スペクトル拡散の処理利得を可変とすることと，チャネルアクティベーション方式を組
み合わせることでマルチメディア伝送に対処した場合，平均情報伝送速度およびユーザ数の点で 2--3 倍の効果が
得られることを明らかにしているo
以上のように本論文は， CDMA 方式を用いたマルチメディア移動体通信に関する多くの知見を得ており，通信工
学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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